1. 設計・広告における建築概要
設計図面の表紙やパンフレット、不動産広告などに記載される物件の基本データです。

    工事名称：プロジェクトの名称
    建設場所：建物を建てる住所
    主要用途：建物の目的（例：専用住宅、店舗、共同住宅）
    構造・階数：構造種別（木造、鉄骨造など）、階数（地上〇階・地下〇階）
    面積情報：敷地面積、建築面積、延床面積
    主な関係者：建築主（施主）、設計者、施工会社（ハウスメーカー等） 

2. 建築計画概要書（法的な書類）
建築基準法に基づき、建築確認申請の際に特定行政庁（自治体）へ提出する一般公開用の書類です。
違法建築の防止などを目的に、誰でも役所の窓口で閲覧できます。 

    上記の基本情報のほか、建築物の位置図や配置図などが含まれます。
    不動産の売買やリフォームの際、既存の建物が適法に建てられたか（確認済証が交付されているか）を
調査するためによく利用されます。
